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第34回山口県環境保全型農業フォーラム
いま子どもに食べさせるものがない？

地域再生のカギは
有機給食から

2025年2月23日(日）10：00〜12：00

KDDI維新ホール・会議室

有機農業研究家 吉田 太郎

⚫ 2024年2月2日～

⚫ オオタヴィン監督→ミネラルと健康

⚫ いすみ市、木更津市、松川町、亀岡
市、佐渡市、武蔵野市

⚫ コウノトリとトキ

自己紹介～農業の原点は茨城県

⚫ 筑波大学自然学類卒
⚫ 同学大学院地球科学研究科中退
⚫ 日本は工業立国→基盤は資源
⚫ 地球科学(地下資源)を専攻
⚫ フィールド・福島県八茎鉱山
⚫ 掘り尽くすと資源は枯渇する
⚫ 廃坑と夏の青い草の香り
⚫ 1985年に循環型産業に関心→魚
住道郎さん他各農場訪問

⚫ 金子美登氏の下で有機農業を修
業→つくばで百姓仕事

⚫ 農業土木→埼玉県(土地改良)

⚫ 東京都農政担当
⚫ 長野県で有機農業推進担当

自己紹介～農業の原点は茨城県

⚫ 筑波大学自然学類卒
⚫ 同学大学院地球科学研究科中退
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⚫ 地球科学(地下資源)を専攻
⚫ フィールド・福島県八茎鉱山
⚫ 掘り尽くすと資源は枯渇する
⚫ 廃坑と夏の青い草の香り
⚫ 1985年に循環型産業に関心→魚
住道郎さん他各農場訪問

⚫ 金子美登氏の下で有機農業を修
業→つくばで百姓仕事

⚫ 農業土木→埼玉県(土地改良)

⚫ 東京都農政担当
⚫ 長野県で有機農業推進担当

クローズアップ現代
2024年3月4日で長野
県松川町が優良事例と
して紹介

１ 本日お話ししたいこと１

❶なぜ有機給食なのか
先進地、今治市の取り組みから

❷有機給食のメリット
温暖化防止、経済、学力、免疫

❸伝統的郷土食と地産地消

20190914
今治市・立花小学校
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多様性が豊かなほど回復
⚫ 多様性はすべての自然生態系に内
在する特性で、ひとたび多様性が
生み出されると、それは自己強化
される傾向

⚫ 生態学者たちは、システムの多様
性 とその安定性の関係を実証し
ようと研究→多様性が高いほど環
境の摂動や攪乱に対する抵抗力が
高くなるというものだった。多様
性が低い生態系では攪乱によって
機能が失われるが、高い生態系は
レジリアンスが強く、攪乱から回
復することができる

⚫ 多様性が高いほど、生物種間の共
存や有益な相互関係が増す。すで
に有用な種が占拠していれば雑草
などの有害な先駆的侵入者も入り
込めない。

無農薬

長尾見二氏圃場：愛媛県今治市で有機
農業を営み有機給食の礎を築く

1985年に西日本の各地でトビイロウ
ンカが多発→ウンカ類の天敵200種
以上→ウンカシヘンチュウがウンカ
に寄生→数が少なければ害虫は「無
害な虫」愛媛大学の日鷹一雅(1959
年～)准教授らが天敵の生態から解明

農薬散布で害虫が増す
⚫ 病害虫の専門家、ジョナサン・ラングレン博
士→無農薬の方が病害虫被害が少ない→リ

ジェネラティブ農業と慣行農業との比較研究
→農薬散布で10倍も害虫の発生率が高い

⚫ 菌根菌が植物に信号を送って、病原体に対
して植物側が防御態勢を整える→防御用の

ジャスモン酸やアブシジン酸、サリチル酸は
、菌根菌のメッセージで発動→グリホサート
を散布して耕せば、菌根菌が死滅

⚫ 植物はシキミ酸回路を用いることでファイトケ
ミカルを作っているが、この回路をグリホサー
トは遮断

⚫ ファイトケミカルは強烈な紫外線等から植物
体を保護→温室育ちの慣行作物は文字通り
ひ弱→害虫に齧られたり適度にダメージを受
けると植物はファイトケミカル濃度を高める

無農薬

⚫ 2020年、オックスフォード大学でエディンバラ大学の
デイジー・マルティネス(Daisy Martinez)らは、農薬散
布によって、逆説的に作物の害虫が有利になるとの
研究を報告

⚫ フランス国立農業研究所 (INRA)の先駆的な農学者
、フランシス・シャブスー(Francis Chaboussou, 1908～
1985年)の理論「栄養関係理論(Trophobiosis Theory)
」が実証「害虫は健康な植物では飢える…。毒(農薬)
は使えば使うほど、病害虫が増える」

⚫ 「健康な作物」では、物質代では、物質代謝が順調に
進んで、こうした成分は次々とタンパク質やデンプン
に合成されているため、余分な養分が停滞すること
はない→とりついた害虫からすれば、健康な作物は「
おいしくない」

⚫ 害虫の役割は、誤った養分を与えられた作物の状態
をつきとめる警察官といえる。こうした昆虫は自然の
清掃チーム

⚫ 1990年の雑誌ですでにシャブス―について研究

→ポルトガル語→スペイン語→英語の翻訳遅れ

虫は不健全な作物を処理する

2005年翻訳
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2005年翻訳

アンドレ・ヴォアサン(André 
Voisin,1903～1964年) 「動物
と人間の病気を治したければ、ま
ず土壌を健康にしなければならな
い」

無農薬 生物多様性=無農薬が可能 無農薬

⚫ 生態系は、生物個体、個体群、群集からな
っている→複雑な網状の相互関係

⚫ 多くの個体群が相互作用することで、それ
ぞれの階層レベルでは下の階層レベルには
存在しない特性が上位のレベルでは出現→
個体群となると個体レベルでは理解できな
い特徴を持つ「創発特性(emergent 
property)」

⚫ はなあぶ、森昭暢氏：田んぼの生き物調査「鳥
類に優しい水田がわかる生き物多様性の調査
・評価マニュアル」→２０１８～２０２１年と最高
ランクの「Ｓ」評価→２０２０年に中国地方では
、トビイロウンカが猛威をふるい、農薬を散布
しても甚大な被害が生じたが、氏の水田では
ウンカが飛来しても被害なし

⚫ 地下の土壌生態系→フザリウム菌が慣行農

場の７倍も多くいるが他の微生物が多様で被
害がでない

チャールズ・エルトン(Charles 
Elton, 1900～1991年)
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しても甚大な被害が生じたが、氏の水田では
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⚫ 地下の土壌生態系→フザリウム菌が慣行農

場の７倍も多くいるが他の微生物が多様で被
害がでない

チャールズ・エルトンの「侵略の生
態学」

①消費型競争
タダの虫(ひよりみ菌)が害虫
(病原菌)の棲息空間や栄養
源を奪う

②干渉型競争
天敵(善玉菌)→捕食や抗生
物質

③競争からの解放
生物種を死滅→栄養源がある
→頑強な生物種が生きのびる
→競争相手の死滅で生じた空
白の中で増殖

チャールズ・エルトン(Charles 
Elton, 1900～1991年)

佐賀大学
染谷孝名誉教授

20190914 20190914
今治市・さいさいきて屋

20190914

１ 今治市から見えること２

❶調理の工夫で小さなことから
❷最先端の研究で無農薬

でできることが解明=タダの虫
❸教育には長期的見返り
❹ニンジン、ジャガイモ、タマネギ
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４℃の上昇で沿岸都市は水没

⚫ 2050年に2℃上昇するのを回避する必要条件からすで
に逸脱→2100年には平均4.8℃の上昇に達するとの予
想

⚫ 2℃上昇する世界でもインドでは生産が25％減少→か
ってない飢餓→バングラデシュでは600万人が住む南
部の3分の1が文字通り水没

⚫ 多くの難民が発生するためインドでは、いまバングラ
ディシュとの国境3,000ⅿにわたって2.5ｍのバリア建
設に着手

⚫ カナダの軍事評論家グウィン・ダイヤ―(1943年～)は
著書『地球温暖化戦争』(2009)新潮社で2036年にイ
ンドとパキスタンでは核戦争が勃発すると予想

⚫ 平均4℃上昇する世界では海面上昇が１ｍに達し、沿
岸の大都市は水没し、主なデルタ地帯では農業もでき
なくなる→1世紀以内に地球の平均気温は16℃、大陸
部では10℃、極地では30℃上昇

⚫ 地球の大半は生物にとって棲息できる状況ではなくな
り、人類の発汗でさえ体温を37℃に維持することが不
可能→文明が維持できない

気候危機

暑さの恐怖
気候危機

暑さの恐怖
気候危機

暑さの恐怖
気候危機

暑さの恐怖
気候危機

⚫ 2021年9月17日オーガニックライ
フスタイルEXPO農林水産省大臣官
房環境バイオマス政策課課長・秋葉
一彦氏の講演「みどりの食料システ
ム戦略と日本農業の未来」でプラネ
タリー・バウンダリーに言及

⚫ 2009年ストックホルム・レジリエ
ンス・センターのヨハン・ロックス
トローム博士が指摘

⚫ 窒素、リン、生物多様性の喪失、土
地利用の変化、気候変動→いずれも
農業が原因→人新世の時代

惑星の境界を逸脱

関連画像

https://www.google.com/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&ved=2ahUKEwj_19PkpM_jAhWizIsBHXDpARMQjRx6BAgBEAU&url=/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&ved=&url=https://whatisresilience.org/en/from-hunter-gatherers-to-planetary-stewards/&psig=AOvVaw0Ubm25vgCwL2v4SkEjj41F&ust=1564117078471753&psig=AOvVaw0Ubm25vgCwL2v4SkEjj41F&ust=1564117078471753
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スイスからの学び
温暖化防止、生物多様性の維持、食料確保がキー
リジェネラティブ農業と団粒構造
スマート農業、AIはメインではない？

健全な農業で温暖化を回避
⚫ 2024年10月10日北海道大
学内田義崇准教授のプレゼ
ン(パタゴニア会議)

⚫ 耕起は世界的に問題を

気候危機
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気候危機
多年草コムギ・カーンザ栽培

⚫ 2024年10月10日北海道大
学内田義崇准教授のプレゼ
ン(パタゴニア会議)

⚫ ビールで問題解決を

気候危機

https://www.google.com/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&ved=2ahUKEwj_19PkpM_jAhWizIsBHXDpARMQjRx6BAgBEAU&url=/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&ved=&url=https://whatisresilience.org/en/from-hunter-gatherers-to-planetary-stewards/&psig=AOvVaw0Ubm25vgCwL2v4SkEjj41F&ust=1564117078471753&psig=AOvVaw0Ubm25vgCwL2v4SkEjj41F&ust=1564117078471753
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多年草コムギ・カーンザ栽培
⚫ 2024年10月10日北海道大
学内田義崇准教授のプレゼ
ン(パタゴニア会議)

⚫ ビールで問題解決を

気候危機
工業型農業が温暖化の原因
2019年ICCP→農業と食改革

工業型農業が温暖化の原因
2019年ICCP→農業と食改革

大規模工場型畜産を解体せよ
⚫ 米国の温室効果ガス排出量の約9%近
代農業は石炭と同じく死にゆく産業

⚫ 十分な量の食料を生産していないか
らではなく気候変動から収入の格差
まで、農村問題を悪化

⚫ 大量の温室効果ガスを放出している
のは石炭火力発電所や自動車ではな
く工業食料生産(耕起、化学肥料、厩
肥のラグーン)

⚫ 世界の農耕地はオリジナルのカーボ
ンストック量の50～70%喪失

⚫ 大気中にある炭素の3分の1は土壌か
ら→化学肥料、過剰耕作、重機→有
機物が攪乱→大気にさらされ酸化

オハイオ州立大学のカーボ
ンマネジメント隔離セン
ターのラッタン・ラル所長

気候危機

気候変動モデル・デンマーク

⚫ 2019年10月にはコペンハーゲ
ンではC40市長気候サミット

⚫ デンマークの国家気候目標
→2030年に温室効果ガス排
出量を70％削減（61％減）

⚫ コペンハーゲンはすでに有機
給食100％、デンマークは90

％にする目標

⚫ 食材を肉からマメに食品残渣
をほぼゼロに

⚫ 農家から高く買って給食費を
あげずに実現

⚫ 有機給食1€→医療費34€削減

⚫ 飲料水が地下水→環境部局

気候危機

オーガニック料理認証
⚫ 有機への意識を高めるため、政府は料理
に使われる有機食材率に応じて、90％が
ゴールド、60％がシルバー、30％がブロン

ズとするオーガニック料理のロゴをレスト
ランに授与する認証プログラム

⚫ 認証と検査は政府

⚫ ロゴは急速に広まり、現在、3,400以上の

レストランで設けられ、このモデルは、ノル
ウェーとドイツでも採用

ミシュランのスターシェフ、
クリスティアン・プグリシ
(Christian Puglisi)

返上するならば、
ゴールドのオーガ
ニックキッチンラ
ベルよりも、ミシュ
ランのスターの方
を返したい

気候危機
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川下需要で70％増、海外輸出倍
⚫ 2018年までは有機農産物の売上は、公共
調達額とほぼ一致

⚫ 2020年ではそれを超えて伸びる

⚫ 市場シェアは過去15年で3.2％→12％以上

⚫ 1人あたり年間消費額も344ユーロ(4万4000

円→日本530円)→いずれも世界記録

⚫ 需要がない中で、有機農産物の生産量だけ
が増すと価格が下落

⚫ 市場が伸びたために、2011～2019年にかけ
有機農地も70％も増え、海外への有機農産
物の輸出も過去4年間で倍

⚫ 現在の有機農地面積の割合は12％ですが
次の10年の目標は30％の市場シェア率と30

％の農地面積の達成

気候危機
川下需要で70％増、海外輸出倍
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円→日本530円)→いずれも世界記録

⚫ 需要がない中で、有機農産物の生産量だけ
が増すと価格が下落

⚫ 市場が伸びたために、2011～2019年にかけ
有機農地も70％も増え、海外への有機農産
物の輸出も過去4年間で倍

⚫ 現在の有機農地面積の割合は12％ですが
次の10年の目標は30％の市場シェア率と30

％の農地面積の達成

気候危機

２０２４年10月3日オーガニックエキスポ

気候危機 気候危機

食料システム=排出量の最大37％

2023年6月1日リジェネラティブ農業ウェビナー Solidalidad Japan

気候危機

気候変動対策=食品ロス・農業

国立環境研究所
地球システム領域領域長三枝信子

2023年6月1日リジェネラティブ農業ウェビナー Solidalidad Japan

気候危機
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腸と森の「土」を育てる
⚫ ポール・ホーケンら190人の専門家がま
とめた『ドローダウン』→エネルギーやプ
ラスチック他の問題を抜いて、食こそが
最大の温室効果ガス削減

気候危機

2023年6月から有機食材導入

⚫ 2023年5月20日オンライン学習会FFPJオンラ
イン連続講座第14回は「オーガニックファー
マーズマーケットで実現できること～新規就
農者を育てて地域を元気に～」

⚫ 東海農政局が食堂で有機農産物を使うことに
なったので注文が入ってきている

オーガニックファーマー
ズ名古屋
よしのたかこさん

農林水産省環境農業対策課
(現在、みどり戦略本部）藤田このむさん

2023年6月から有機食材導入

⚫ 2023年5月20日オンライン学習会FFPJオンラ
イン連続講座第14回は「オーガニックファー
マーズマーケットで実現できること～新規就
農者を育てて地域を元気に～」

⚫ 東海農政局が食堂で有機農産物を使うことに
なったので注文が入ってきている

オーガニックファーマー
ズ名古屋
よしのたかこさん

農林水産省環境農業対策課
(現在、みどり戦略本部）藤田このむさん

ちょうど今日のお昼、有機
農産物を使ったお弁当を省
内で販売することになって
います。来月は全省庁で、
となっており、まずは食べ
てみようという取り組みで
す(5月30日談)
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１ 温暖化防止=RAとフード３

❶食と農はエネルギーより
温暖化防止で重要

❷米国でも肉からベジに
❸デンマークは有機に転換

60％のカーボンマイナス

台湾からの学び① 里山イニシアティブ
遊休農地と鳥獣害被害を都市農村交流で防ぐ
農産物の高付加価値化と農産加工(豆腐)
消費者の理解促進
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台湾からの学び② 有機学校給食
10年前から週に1回は全国で無料有機給食(小学校)
消費者の理解と新北市の独自取り組み(AIを活用)
山間地は小規模家族農業を支援＝農林省の政策

台湾からの学び③ 有機農業の技術開発
IFOAMの大会での農業大臣挨拶
→欧米よりも高温多雨で病害虫雑草→台湾がモデルに
民間ベースで有機稲作3.4％(2％が認証有機)
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林宏達(Hong-Ta LIN)
Yilan Toucheng Ecological 

Leisture Farm

Hsinchu paddy farm/Mr. QiMeng Yan’s 

technology of switching from conventional 

farming to KKF natural farming methods
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韓国からの学び① 韓国ワンジュ郡：農民協働組合 小
規模家族農家が生き残ることを目的に協働組合で6次
産業化、加工食品とレストランで農家に所得を確保
ワンジュ郡がローカルフード条例→全国のモデルに
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韓国からの学び②ワンジュ郡：学校給食センター、
小規模家族農家が生き残ることを目的に市の財団
として農家から直接農産物を確保
高齢化が進む中でも新規就農者が維持可能

韓国ソウル市江東区：ハンサリム学校給食センター、
ワンジュ郡からの農産物を幼稚園に提供
都市農村交流を通じて川下に理解を

埼玉県小川町は19％が有機
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植物性堆肥で農法を確立

⚫ 臼杵(野津出身)→農業高校→
近代農業で野菜専業

⚫ 20代でビジネスに成功→天狗
に

⚫ 5年後に病気が発生→ピーマ
ンの根がない(病気になるので
はなく根がなくなるからそれを
菌が食べる)

⚫ 窒素が多いと害虫が発生

⚫ 独自に有機農業技術を確立
(リンゴの木村さんよりも早い)

⚫ これをモデルに臼杵市では6

億円をかけて堆肥センターづ
くり

植物性堆肥で農法を確立

⚫ 臼杵(野津出身)→農業高校→
近代農業で野菜専業

⚫ 20代でビジネスに成功→天狗
に

⚫ 5年後に病気が発生→ピーマ
ンの根がない(病気になるので
はなく根がなくなるからそれを
菌が食べる)

⚫ 窒素が多いと害虫が発生

⚫ 独自に有機農業技術を確立
(リンゴの木村さんよりも早い)

⚫ これをモデルに臼杵市では6

億円をかけて堆肥センターづ
くり(指導は長野県の深沢氏)

臼杵市ユネスコの創造都市ネットワ
ーク食文化分野に加盟
⚫ 2021年11月8日、国内2番目（鶴岡市）

⚫ 中野五郎市長は「ゴールではなくスター
ト。伝統的な食文化や有機農業、水源 涵
養かんよう の森づくり、地産地消を推進
し、国際的な貢献、連携も図り、産業と
都市の持続的な発展を目指す」

⚫ 広瀬大分県知事は「発酵文化や郷土料理
を世界に発信し、地域づくりをリードし
てもらいたい」との談話

⚫ 10月21日、日本スローフード協会、大分
県臼杵市と「食を軸とした連携協定」を
締結

⚫ 移住が増えて欲しいと市民

１ 有機給食＝地域経済再生４

❶台湾は有機無償給食
=消費者に浸透→3.4％

❷台湾=里山イニシアティブ
=都市の子どもに教育

❸韓国は有機給食で地域再生
=ローカルフード条例
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給食の改善で不良高校革命
⚫ ウィスコンシン州のオルタナティブ校→普通
校では対応できない学生向け(1996年開校)

⚫ 飲酒、ドラッグ、武器携帯、暴力で荒れてい
る→警官を配備→1997年に全部ゼロに

⚫ 自動販売機を撤去、ジャンクフードの販売禁
止

⚫ オーガニック・パン屋が、無添加食品、生鮮
野菜、果物、全粒穀物のパンを朝食・昼食で
無料提供

⚫ 生徒の集中力アップ→マッチョな警官に憧れ

⚫ 「最大の挑戦は、学校側をどうやって説得し
て食事を変えるか」ファストフード産業から
はジャンクフードの見返りに献金

2020050401.jpg

LuAnn-Coenen.jpg

食と脳
食べ物で暴力防止
⚫ 1980年～カリフォルニア州立大学スタニス
ラウス校の社会学者、ステファン・ショー
エントーラー教授→砂糖で子どもが荒れる
→サプリメントで栄養→犯罪が40％も低下

⚫ 2000年～6～12歳の子どもを対象に実験

→反社会的行動が47％も減少

⚫ 2002年にオックスフォード大学の栄養と犯
罪学バーナード・ゲシュ主任研究員
→18~21歳の231名受刑者→37％と暴力犯
罪が減少

⚫ 2010年にオランダのザールバーグが再度確
認→34％も暴力が低下

⚫ 低所得階層→反社会的行動に陥りがち→自
己責任でなく食べ物のせい

Bernard-Gesch.jpg

Ap-Zaalberg.jpg

元真田中学大塚貢校長の改革
⚫ コンビニ前を視察→親子が次
々と車で乗りつけて、コンビ
ニ弁当、カップラーメン、菓
子パン清涼飲料など購入

⚫ 食アンケートを実施→生徒の
38％が朝食抜き。朝食は菓子
パン、ハム、ウインナー、夕
食にはレトルトカレー、焼き
肉が多い。

⚫ ＰＴＡ会合で食の現状や食生
活の重要性を説明。理解が得
られず、大塚校長は一大決心

⚫ 『家庭で難しいなら、学校で
給食を変えるしかない』

食と脳
元真田中学大塚貢校長の改革
⚫ コンビニ前を視察→親子が次
々と車で乗りつけて、コンビ
ニ弁当、カップラーメン、菓
子パン清涼飲料など購入

⚫ 食アンケートを実施→生徒の
38％が朝食抜き。朝食は菓子
パン、ハム、ウインナー、夕
食にはレトルトカレー、焼き
肉が多い。

⚫ ＰＴＡ会合で食の現状や食生
活の重要性を説明。理解が得
られず、大塚校長は一大決心

⚫ 『家庭で難しいなら、学校で
給食を変えるしかない』

食と脳

食育改革にて真田中学が改善

①子ども達がいきなり本を読
みだし、図書室120席が生
徒でいっぱいに

②読売新聞社の「全国小中学
校作文コンクール」でも、
毎年のように全国1位、2位
の入選

③校長退任後は、教育長とし
て生徒に花作り、無農薬、
低農薬の素材を使った給食
を実現

食と脳
食育改革にて真田中学が改善

①子ども達がいきなり本を読
みだし、図書室120席が生
徒でいっぱいに

②読売新聞社の「全国小中学
校作文コンクール」でも、
毎年のように全国1位、2位
の入選

③校長退任後は、教育長とし
て生徒に花作り、無農薬、
低農薬の素材を使った給食
を実現

食と脳

https://agroecology.up.seesaa.net/image/2020050401.jpg
https://agroecology.up.seesaa.net/image/LuAnn-Coenen.jpg
https://agroecology.up.seesaa.net/image/Bernard-Gesch.jpg
https://agroecology.up.seesaa.net/image/Ap-Zaalberg.jpg
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有機給食のモデル武蔵野市
⚫ 食材や調理法にこだわりを持って
学校給食に取り組む

⚫ 1978年から市立境南小学校で無
農薬米や野菜を使う挑戦

⚫ 2010年に武蔵野市給食・食育振
興財団を立ち上げ→本格化

⚫ 2022年実績では、米は無農薬が
57.7％で残りが特別栽培米

⚫ 野菜は市内産が22％、有機JASが
19％、特別栽培が55.6％

⚫ 市内産は有機ではないが、都市農
業なので農薬はほぼ散布せず

安全・安心も大切だが、昆
布出汁等、本物の味を体験
することで、大人になった
ときにも本物の食材を選べ
られるようになることを期
待

食と脳

有機給食のモデル武蔵野市
⚫ 食材や調理法にこだわりを持って
学校給食に取り組む

⚫ 1978年から市立境南小学校で無
農薬米や野菜を使う挑戦

⚫ 2010年に武蔵野市給食・食育振
興財団を立ち上げ→本格化

⚫ 2022年実績では、米は無農薬が
57.7％で残りが特別栽培米

⚫ 野菜は市内産が22％、有機JASが
19％、特別栽培が55.6％

⚫ 市内産は有機ではないが、都市農
業なので農薬はほぼ散布せず

安全・安心も大切だが、昆
布出汁等、本物の味を体験
することで、大人になった
ときにも本物の食材を選べ
られるようになることを期
待

同財団の北原浩平理事長
「武蔵野市の子どもの平均
点が高いとは聞いているが、
それが給食のためかは検証
は出来ていないし、わから
ない」

食と脳
米国では子どもたちが短命化

⚫ 自閉症の子どもたちが増え、パー
キンソン病、アルツハイマーも増
加

⚫ 平均寿命も短く→今の子どもたち
は私たちよりも短い人生しか生き
られない

⚫ 米国では子どもの3人に1人が肥満
、6人に１人が学習障害、9人に１
人が喘息、12人に1人が食物アレ
ルギー、20人に1人が発作性疾患

⚫ 食べもののアレルギーで早く死ぬ
ことが常識

ゼン・ハニーカット
(Zen Honeycutt)

食と脳

国立衛生研究所
ジョセフ・ヒベン博士

日本とアイスラ
ンドでは、殺人
と鬱病率が38
か国の中で最も
低い

食と脳
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国光美佳氏の
講演資料より

食と脳

国光美佳氏の
講演資料より

食と脳

ウェストン・プライス(Weston 
Price, 1870〜1948年)

食と健康 デブの大国
⚫アメリカの人たちはダイエ
ットのために運動、全粒粉
の小麦それでもデブ

⚫オーストラリアの先住民ア
ボリジニの糖尿病患者にそ
の祖先と同じ食事を与えた
ところ、7週間足らずで糖
尿病が治癒

⚫サモア人は3000年以上も
前に東南アジアから太平洋
に進出→肥満→糖尿病は男
性で25％、女性で15％

食と健康
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⚫ 「果糖」の総摂取カロリーが占める
割合は8％から12％、とりわけ、子
どもたちのあいだでは、総摂取カロ
リーの15％

⚫ 過去30年間で2倍→20世紀では6倍

⚫ アルコールと同じでブドウ糖は20
％が肝臓80％が他の臓器、果糖は
100％が肝臓へ

⚫ アルコール性脂肪性肝疾患と同じ

⚫ 1965年に日本が開発→1970年に米
国→トウモロコシ産業(ＧＭＯ)→Ｗ
ＨО規制、砂糖9㎏/年

⚫ 2011年仏砂糖税、仏0.15㎏、日
6.5㎏、米25㎏/年

肥満解消計画・果糖改め １ 食べものが大切なわけ５

❶暴力が食べ物で解消
米国、旧真田町

❷食べ物で学力が向上
米国、旧真田町、武蔵野市

❸自殺率(米国と日本)
❹肥満とコロナ(米国と世界)

ウェストン・プライス(Weston 
Price, 1870〜1948年)

ウェストン・プライス(Weston 
Price, 1870〜1948年)

犯人❶ミネラルとビタミン不足
⚫ 先住民→美しく真っ直ぐな歯、
虫歯がなし、病気にかからない
、出産もしやすい

⚫ 「文明」の貧しい食物＝小麦粉
、安価な植物油、砂糖、増量剤
や添加物が入った加工食品

⚫ 虫歯と変形した歯列弓は、栄養
不足によって引き起こされた

⚫ ビタミンA、ビタミンD、Xファ
クター(ビタミンK2として発見
)→ラットでビタミンK2を欠乏
させると「顔面異形」→人間で
も妊娠6～9週間期で、軟骨が早
期に石灰化→「顎関節形成不全
」・ザワークラウト

犯人はミネラル不足と加工食品
⚫ いくところ、どこであれ、プライス博
士は、美しく真っ直ぐな歯、虫歯がな
し、病気にかからない、出産のしやす
さ、立派な個人的性格が伝統的な食生
活の先住民族の典型

⚫ これらの堅実な人々は、「文明」の貧
しい食物、すなわち、小麦粉、低温殺
菌牛乳、安価な植物油、砂糖、増量剤
や添加物が入った加工食品を利用して
いる人々とは対照的

⚫ 虫歯と変形した歯列弓は、栄養不足に
よって引き起こされた

⚫ ビタミンA、ビタミンD、Xファクター
(ビタミンK2として発見)→ラットでビ
タミンK2を欠乏させると「顔面異形」
→人間でも妊娠6～9週間期で、軟骨が
早期に石灰化→「顎関節形成不全」・
ザワークラウト

○魚介類の動物性タンパク質や脂肪
○伝統食には、米国の平均食よりもCa他
のミネラルが4倍、動物脂肪からの脂
溶性ビタミンが10倍

○生乳製品、生肉、魚、生の蜂蜜、 ト
ロピカルフルーツからの酵素

○種子、穀物、ナッツに含まれるフィチ
ン酸、酵素阻害剤を中和するため、浸
漬(soaked)、発芽、発酵処理

○伝統食の総脂肪含有量は30～80％ほ
ぼ同量のオメガ6とオメガ3必須脂肪酸

○適量の塩
○ゼラチンが豊富な骨培養液(bone 

broths)の形をした動物の骨の消費
○将来の両親、妊娠中の女性、成長期の
子どものため特別な栄養豊富な食品を
提供することで将来世代の健康に備え
る

○子どもを適切な間隔で産み、正しい食
事の原則を若者に教える
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ミネラル・ビタミンが不可欠
⚫ カロリーが足りていても、ミネラル、
ビタミン、酵素がなければ生命の命は
養えない

⚫ ミネラル、ビタミン、必須脂肪酸で40
ほどの微量元素を必要。ひとつでも量
が十分になければ、生化学は混乱

⚫ 必要な物質を作ったり、分解したりす
るために3,000種類以上の酵素

⚫ カルシウム、鉄、亜鉛、マグネシウム
、銅などの主要ミネラル＋必須微量ミ
ネラルとしてマンガン、ヨウ素、バナ
ジウム、クロム、コバルト、リチウム

⚫ ミネラル、ビタミン、不飽和脂肪酸が
必要→こうした栄養分は私たちの多く
が「食品」と呼ぶ加工されたジャンク
フードからは提供されない

カリフォルニア大学バークレー校
ブルース・エームズ(1928～
2024年～)教授

生存するための
臓器のメンテナ
ンス。次が成長。
そして、最後が
社会的なインタ
ラクションや全
体的な認識機能

食と健康

コンビニのメニュー

• 主要ミネラルのうち
４つは、推定平均必
要量の半分以下

• ローソン、ファミマ
、サンクスなどのコ
ンビニ弁当はどれも
同様

• 推定平均必要量とは
、特定の栄養素をこ
のレベルで１ヶ月続
けた場合に「健康障
害が生じる確率」が
50％の量

ＮＰＯ法人
「食品と暮らしの安全基金」調査

食と健康
栄養がないトウモロコシ

ゼン・ハニーカット
(Zen Honeycutt)

食と健康

⚫カルシウム437分の1

⚫マグネシウム56分の1

⚫マンガン7分の1

⚫骨粗鬆症→カルシウムや
マグネシウムが不足

⚫マンガン不足→ガン

(ppm)

非GMO GMO 役 割

多量要素 カルシウム 6,130 14ペクチンと合体し頑丈な細胞壁を形成

マグネシウム 113 2
葉緑素の構成要素、300以上の酵素反応・リンの移
動を支援

イオウ 42 3アミノ酸の成分、ビタミンB１、グルタチオンの成分

微量要素 鉄 14 2葉緑素合成、酸化還元

マンガン 14 2酸化還元、光合成反応

亜鉛 14 2タンパク質合成、ホルモン調節

銅 16 2.6酵素の成分

塩素 10 1光合成の触媒

モリブデン 2 0.2硝酸還元酵素の成分

ホウ素 2 0.2カルシウムともに細胞壁を形成
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現代食はなぜミネラル不足？

★外食産業では、原材料として
水煮を多量に使用

★中国、ベトナムなどで安く食
材を調達、安い人件費でカット、
それを水煮し湯を捨てて何度か
水煮を繰り返す

★不純物がほとんど出ない食材
が完成。実はこの不純物に多量
のミネラルが含有

★濁りをとめるリン酸塩を入れ、パックして冷凍。長期保存が可
能になった冷凍品を日本に送って貯蔵。この水煮を業務用食品
の原料に使用

最大の原因は水煮食品の増加！

食と健康
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現代食はなぜミネラル不足？
• リン酸塩は体内に吸収されず毒性が少な
く安全であるとされ→使用制限がない

• pH調整、カビ発生抑制、濁り防止、変色

防止、変質防止、鮮度保持、乾燥防止、
接着力向上、保水性増加、食品増量、風
味向上など用途が広い→インスタントラー
メン、ハム、ソーセージ、かまぼこ、缶詰
等、清涼飲料水

• 食品中のミネラルは、胃酸によって分解・
吸収→リン酸塩はミネラルと結合→リン酸
塩と結合したミネラルは、小腸で吸収され
ないまま体外に排出

• 極微量しか存在しないミネラルのことはよ
くわからないし医学も栄養学もこうした栄
養失調を想定していない

第二の原因は
リン酸塩の多量使用
★リン酸塩は、「ph調整剤」
「調味料（アミノ酸等）」「か
んすい」「膨張剤」「ベーキ
ングパウダー」「ガムベース
」「乳化剤」など一括表示

食と健康 近代農業で作物の栄養が減少

⚫ ケンブリッジ大学のロバート・マキャンス
(Robert Alexander McCance, 1898～1993

年)教授、エルシー・ウィドウソン博士によ
る『食品の化学的構成』

⚫ 1940年版と2002年版を比較→ミネラル分
が著しく低下

⚫ 亜鉛59％、マグネシウム26％、鉄83％等

エルシー・ウィドウソン
(Elsie Widdowson, 
1906～2000年)博士

テキサス大学オースティン校ドナ
ルド・デービス教授 (Donald 
Davis,1941年〜)

食と健康

グリホサートが病因
⚫ 腸内細菌を根絶し、有害な化学物
質をデトックスするうえで重要な
役割を演ずる酵素を抑圧

⚫ グリホサートによって、それ以外
の食べ物に由来する化学残留物や
環境毒物の有害な影響が強化

⚫ セリアック病、グルテン症候群、
注意欠陥多動障害、自閉症、アル
ツハイマー病、不妊性、先天性欠
損症、癌

⚫ 重要な栄養を金属がキレート化→
人間や家畜消費者が利用できなく
する→栄養不足

スティファーニ・セネフ博士

食と健康

アンソニー・サムセル博士

30以上の病気が相関関係

１ ミネラルが大切なわけ６

❶ミネラルがあった昔の食べ物
歯磨きしないのに虫歯ゼロ

❷ミネラルは酵素の原料
あれば健全に機能する

❸ミネラルが減った食べ物
水煮、品種改良、除草剤

大御所たちの予言

ルイ・パスツール（Louis Pasteur, 1822

～1895年）

低温殺菌を勧める一方で、人間の体内や
体表にいる細菌を重要

Ilya-Mechnikov.jpg

オデッサ大学細菌研究所のイ
リヤ・イリイチ・メチニコフ(Ilya 

Ilyich Mechnikov, 1845～1916

年)教授

大腸は腐敗したものがたまっ
た不潔な場所→腸内に棲む毒

素を産み出す細菌を有益な細
菌に置き換えれば寿命が伸ば
せる

細菌と人間は相互に依
存して進化してきたの
であり、腸内細菌を殺
せば人も殺すことにな
る

余は常に長生を説き長
寿を説く。而して余は先
頃我国に起れる百歳会
の会長たり。メチニコフ博
士も亦余に学術上の根

拠を与えたる一人なり。

代田 稔（1899〜1982年）

http://aarya-avalokitezvara.up.n.seesaa.net/aarya-avalokitezvara/image/Ilya-Mechnikov.jpg?d=a4
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大御所たちの予言

ルイ・パスツール（Louis Pasteur, 1822

～1895年）

低温殺菌を勧める一方で、人間の体内や
体表にいる細菌を重要

Ilya-Mechnikov.jpg

オデッサ大学細菌研究所のイ
リヤ・イリイチ・メチニコフ(Ilya 

Ilyich Mechnikov, 1845～1916

年)教授

大腸は腐敗したものがたまっ
た不潔な場所→腸内に棲む毒

素を産み出す細菌を有益な細
菌に置き換えれば寿命が伸ば
せる

細菌と人間は相互に依
存して進化してきたの
であり、腸内細菌を殺
せば人も殺すことにな
る

余は常に長生を説き長
寿を説く。而して余は先
頃我国に起れる百歳会
の会長たり。メチニコフ博
士も亦余に学術上の根

拠を与えたる一人なり。

代田 稔（1899〜1982年）

食生活等が老化を決める
⚫ 最も顕著な衰えが見られるのは免
疫系

⚫ 何度も侵入者との戦い、小競り合
いの度にダメージ→加齢とともに
蓄積して免疫系全体の機能を低下
「免疫老化」

⚫ 免疫系で炎症誘発傾向が高まる→
軽度の炎症を引き起こした腸を好
む腸内細菌はその炎症を慢性化さ
せる→悪循環

⚫ 腸に炎症→アルツハイマー病、関
節炎、認 知症等、老化と関連した
疾患

食と健康

⚫ 細菌、真菌等からなる微生物のコミュニテ
ィを腸内細菌叢(腸内フローラ)→重量：約
1.8kg

⚫ 数：人間の細胞の10倍の100兆個→種類：
300～1,000種

⚫ 遺伝子の多様性：DNAの総数は人体の
DNAの150倍

⚫ パスツールの説を実証するための無菌マウ
スの実験→ジェームズ・レイニアー教授が
1935年、27歳で無菌モルモットの生産に
成功

⚫ 無菌モルモットは普通のモルモットよりも
食欲が旺盛で活発で、虫歯にもならず、長
生きもした→抗生物質の人気(無菌=健康)

⚫ ビタミンが自分で合成できない→同じ体重
を維持するのに30％もエネルギーが必要

腸内細菌ともに人は生きる

アランナ・コリン
(Alanna Collen)博士

食と健康

ジェームズ・レイニアー
(James Arthur Reyniers
,1908～67年)教授

⚫ 細菌、真菌等からなる微生物のコミュニテ
ィを腸内細菌叢(腸内フローラ)→重量：約
1.8kg

⚫ 数：人間の細胞の10倍の100兆個→種類：
300～1,000種

⚫ 遺伝子の多様性：DNAの総数は人体の
DNAの150倍

⚫ パスツールの説を実証するための無菌マウ
スの実験→ジェームズ・レイニアー教授が
1935年、27歳で無菌モルモットの生産に
成功

⚫ 無菌モルモットは普通のモルモットよりも
食欲が旺盛で活発で、虫歯にもならず、長
生きもした→抗生物質の人気(無菌=健康)

⚫ ビタミンが自分で合成できない→同じ体重
を維持するのに30％もエネルギーが必要

腸内細菌ともに人は生きる

アランナ・コリン
(Alanna Collen)博士

食と健康

ジェームズ・レイニアー
(James Arthur Reyniers
,1908～67年)教授

抗生物質と農薬漬け
無菌モルモットやマウス状態

食物繊維減少=腸内細菌食料危機

⚫ 1950年代の研究。精白したパンと肉中心の食生活
を送るイギリスの白人女性とイモが中心で肉をほと
んど食べないウガンダの黒人女性の大便を比較

⚫ イギリス女性の便は72～96時間(3～4日)も体内に
滞留してから排泄、100g／日

⚫ ウガンダ女性の便は16～24時間、1㎏／日

⚫ 理想は1日に300gの大便→昔は食物繊維を60g以上

⚫ パレオ・ダイエットの第一人者、2002年に229も
の狩猟採集民の食生活を調査→毎日42gも食物繊維
vs今の日本人13～17g

デニス・P・バーキット医師

コロラド州立大学
ローレン・コーデイン
教授

食と健康
腸内細菌のパワー
⚫ 人間が分解できない繊維を分解し
てエネルギーに(30％増)

⚫ ビタミンB群やビタミンKを製造→
ビタミンDを活性化→フリーラジカ
ルによる炎症を防ぐ

⚫ 短鎖脂肪酸＝カルシウム等のミネ
ラルの吸収を助ける

⚫ 短鎖脂肪酸→ホルモン、レプチン
を放出→満腹感

⚫ 短鎖脂肪酸→細胞同士をつなぐタ
ンパク質の鎖を厚くしリーキガッ
トを防ぐ

⚫ 悪玉バクティアを駆除短鎖脂肪酸
→pHも6.5の弱酸性→病原菌の成
長を阻害→悪玉菌pH7.5～7.6と弱
アルカリ性

http://aarya-avalokitezvara.up.n.seesaa.net/aarya-avalokitezvara/image/Ilya-Mechnikov.jpg?d=a4
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腸内細菌のパワー
⚫ 人間が分解できない繊維を分解し
てエネルギーに(30％増)

⚫ ビタミンB群やビタミンKを製造→
ビタミンDを活性化→フリーラジカ
ルによる炎症を防ぐ

⚫ 短鎖脂肪酸＝カルシウム等のミネ
ラルの吸収を助ける

⚫ 短鎖脂肪酸→ホルモン、レプチン
を放出→満腹感

⚫ 短鎖脂肪酸→細胞同士をつなぐタ
ンパク質の鎖を厚くしリーキガッ
トを防ぐ

⚫ 悪玉バクティアを駆除短鎖脂肪酸
→pHも6.5の弱酸性→病原菌の成
長を阻害→悪玉菌pH7.5～7.6と弱
アルカリ性

腸内細菌叢の多様性

腸内細菌叢の多様性

ルミノカックス・ブロミイ等
のキースーン種が分解
米国型食生活をしていると腸内細菌の
多様性が30％喪失
地球上の生物多様性は1970年代から30
％喪失
タネを守ること→腸内細菌を守ること

⚫ オメガ6は炎症性、オメガ3は抑
炎症性

⚫ オメガ6とオメガ3は2:1が理想

⚫ 緑の党のブノワ・ビトー議員→
食べ物の質は本質的に生産方法
と関連→工業型牧畜システムで
生産された牛肉オメガ3脂肪酸が
多く健康的、大豆や穀物飼料→
オメガ6が多い

⚫ オメガ6は炎症性、オメガ3は抑
炎症性

⚫ オメガ6とオメガ3は2:1が理想

⚫ 緑の党のブノワ・ビトー議員→
食べ物の質は本質的に生産方法
と関連→工業型牧畜システムで
生産された牛肉オメガ3脂肪酸が
多く健康的、大豆や穀物飼料→
オメガ6が多い

工業型畜産=植物油オメガ６
グラフフィードオメガ３、荏胡麻

⚫ オメガ6は炎症性、オメガ3は抑
炎症性

⚫ オメガ6とオメガ3は2:1が理想

⚫ 緑の党のブノワ・ビトー議員→
食べ物の質は本質的に生産方法
と関連→工業型牧畜システムで
生産された牛肉オメガ3脂肪酸が
多く健康的、大豆や穀物飼料→
オメガ6が多い

工業型畜産=植物油オメガ６
グラフフィードオメガ３、荏胡麻
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国立衛生研究所
ジョセフ・ヒベン博士

シーフードや野菜を多く
食する日本とアイスラン
ドでは、殺人と鬱病率
が38か国の中で最も低
い。そして、日本人より
米国人の脳の神経細胞
膜はオメガ6が多いのだ

食と健康

国立衛生研究所
ジョセフ・ヒベン博士

シーフードや野菜を多く
食する日本とアイスラン
ドでは、殺人と鬱病率
が38か国の中で最も低
い。そして、日本人より
米国人の脳の神経細胞
膜はオメガ6が多いのだ

食と健康

意識の差日米が逆転
⚫ ジョセフ・ヒベン博士の努力
で米国民の9割はオメガ3、オ
メガ6を知っている

⚫ 人間だけでなく自然界で健康
的に生きる野生動物などは概
ねオメガ３：オメガ６が１：
２程度

⚫ 麻布大学の守口徹教授によれ
ば、現在、日本人のオメガ３
：オメガ６のバランスは、１
：１０

⚫ 若者の自殺率が多いのはバラ
ンスの崩れ？

⚫ さらに、トランス脂肪酸も規
制せず

古代人類学者、ハーバード大学の
ダニエル・リーバーマン教授が提
唱するのが、①古代には豊富だっ
たものが減り、②古代には少な
かったものが増え、③古代には存
在しなかったものが現れたことか
ら生じた古代と現代のミスマッチ

[最高の体調12p48]。
ダニエル・リーバーマン
(Daniel E. 
Lieberman,1964年～)

食と健康

古代人類学者、ハーバード大学の
ダニエル・リーバーマン教授が提
唱するのが、①古代には豊富だっ
たものが減り、②古代には少な
かったものが増え、③古代には存
在しなかったものが現れたことか
ら生じた古代と現代のミスマッチ

[最高の体調12p48]。
ダニエル・リーバーマン
(Daniel E. 
Lieberman,1964年～)

①古代に豊富で減ったモノ
炭水化物(食物繊維)、脂(オメガ３)、
ミネラル、ビタミン、ファイトケミカル

②古代に少なく増えたモノ
肉(飽和脂肪酸)、植物油(オメガ6) 

③古代に存在せず増えたモノ
炭水化物(砂糖)、脂(トランス脂肪
酸)、食品添加物、農薬、抗生物質

食と健康 抗生物質で菌に勝てるか？

⚫ 1950年代末、黄色ブドウ球菌(スタフィロコッカス・
アウレウス)のファージ型80/81が米国の病院で急
速に蔓延→1960年代末には黄色ブドウ球菌のほ
ぼすべてがペニシリン耐性株→現在、黄色ブドウ
球菌株は、最後の手段の抗生物質とされるカルバ
プネム系抗生物質を含めて、すべての抗生物質に
対する耐性を獲得

⚫ 当時、米国では新生児1,000人のうち、25人が感染
症が原因で命を落としていた→1959年にコーネル
大学のヘンリー・シャインフィールド准教授はユニ
ークな解決策→新生児の半数に無菌の黄色ブドウ
球菌を摂取→菌を接種された新生児で感染したの
は病院内では皆無→摂取を受けなかった新生児
の方は5倍以上が感染

⚫ 効果的だったが安価な抗生物質メチシリンが販売
されたため、下火に

⚫ 土壌でも同じように多様性が高いほど病原菌が蔓
延できないことは実証

ヘンリー・シャインフィールド
(Henry R. Shinefield)教授

食と健康
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抗生物質で菌に勝てるか？

⚫ 1950年代末、黄色ブドウ球菌(スタフィロコッカス・
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球菌株は、最後の手段の抗生物質とされるカルバ
プネム系抗生物質を含めて、すべての抗生物質に
対する耐性を獲得

⚫ 当時、米国では新生児1,000人のうち、25人が感染
症が原因で命を落としていた→1959年にコーネル
大学のヘンリー・シャインフィールド准教授はユニ
ークな解決策→新生児の半数に無菌の黄色ブドウ
球菌を摂取→菌を接種された新生児で感染したの
は病院内では皆無→摂取を受けなかった新生児
の方は5倍以上が感染

⚫ 効果的だったが安価な抗生物質メチシリンが販売
されたため、下火に

⚫ 土壌でも同じように多様性が高いほど病原菌が蔓
延できないことは実証

ヘンリー・シャインフィールド
(Henry R. Shinefield)教授

食と健康

チャールズ・エルトンの「侵略の生
態学」

①消費型競争
タダの虫(ひよりみ菌)が害虫
(病原菌)の棲息空間や栄養
源を奪う

②干渉型競争
天敵(善玉菌)→捕食や抗生
物質

③競争からの解放
生物種を死滅→栄養源がある
→頑強な生物種が生きのびる
→競争相手の死滅で生じた空
白の中で増殖

食物繊維の価値と脂肪の矛盾

丸元淑夫（1934～2008年)

食と健康

マメと穀類をセット＝理想的アミノ酸 伝統食と風土食の知恵 風土食

⚫ 米国のベストセラー『小さな
惑星の料理』フランセス・ム
ーア・ラッペ(1944年～)

⚫ 正しい割合で食品を組み合わ
せること→穀類とマメの適性
比を2.7：１

⚫ ルドルフ・バランタイン
(1941年～)は、1978年に世
界各地の伝統食の内容を整理

⚫ 食材は異なっていたが、穀類
や野菜、マメ等から得ている
摂取カロリーの割合は驚くほ
ど共通

⚫ 穀類とマメを主食にすれば、
必要なカロリーとともに十分
なタンパク質が摂取

⚫ 多くの栄養学者「ここに人類
の知恵が結集」

丸元淑生
（まるもとよしお）

伝統食と風土食の知恵 風土食

⚫ 米国のベストセラー『小さな
惑星の料理』フランセス・ム
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⚫ 食材は異なっていたが、穀類
や野菜、マメ等から得ている
摂取カロリーの割合は驚くほ
ど共通

⚫ 穀類とマメを主食にすれば、
必要なカロリーとともに十分
なタンパク質が摂取

⚫ 多くの栄養学者「ここに人類
の知恵が結集」

丸元淑生
（まるもとよしお）

⚫ 腸内細菌の大家、光岡知足元東大
教授によれば、腸内環境のpHが
5.5～6.5と酸性で、ビフィダス
菌が優位な発酵環境にしておくこ
とが健康の鍵

⚫ 肉食中心の食事をしているとアル
カリ性となって悪玉のウェルシュ
菌が増えて腐敗

⚫ 酸性が悪いとのイメージとは裏腹
に腸内環境は悪玉菌が発育できな
い弱酸性になっていた方がいい。

⚫ 腸を弱酸性にするものは腸内細菌
の餌となる食物繊維

⚫ アルカリ性である野菜が重要なの
はそのため

食と健康腸内が発酵か腐敗かが鍵
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⚫ 腸内細菌の大家、光岡知足元東大
教授によれば、腸内環境のpHが
5.5～6.5と酸性で、ビフィダス
菌が優位な発酵環境にしておくこ
とが健康の鍵

⚫ 肉食中心の食事をしているとアル
カリ性となって悪玉のウェルシュ
菌が増えて腐敗

⚫ 酸性が悪いとのイメージとは裏腹
に腸内環境は悪玉菌が発育できな
い弱酸性になっていた方がいい。

⚫ 腸を弱酸性にするものは腸内細菌
の餌となる食物繊維

⚫ アルカリ性である野菜が重要なの
はそのため

食と健康腸内が発酵か腐敗かが鍵

１ 食物繊維=善玉菌の食料７

❶人は腸内細菌と共生
❷腸内細菌=消化援助、ミネ
ラル吸収、ビタミン製造、
免疫調整、悪玉菌抑制

❸食物繊維=ピンピンころり
❹腸内細菌飢餓＋抗生物質

食と農と予防医療で地方経済を再生
⚫ トヨタの税収→１０％しか地元還元されない→
外国の研究者

⚫ 物々交換のメリット→消費税を払わないですむ

⚫ 日本の消費税10％のうち、都道府県が手にする
分は1.1％、市町村が1.1％にすぎず、7.8％は
中央政府に流出する。地方住民が地元のスーパ
ーで支払う売上税が大都市に所在する大企業の
法人税の減税の穴埋めに使われるくらいならば
、金銭のやり取りを基にするGDPに貢献しない
方がよい

⚫ 100万円を生産するために農林水産業部門は
0.26人と最大の人手を要する→新たに一人の雇
用を創出するうえで、最低の379万円(100万円
÷0.2639)しかかからない→最も少ない投資金
額で一人の雇用を生み出せるのが農林水産業

９９％が幸せにな
るためには芸術
と予防医療しか
ない

兪炳匡（ゆう へいきょう）
早稲田大学教授
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八木岡会長は環境共存型農業

⚫ JAグループいばらぎでは、持続可能で高い付加
価値の農業を「環境共存型農業」としてそれを
目指す→みどり戦略では2050年で特別栽培も
減農薬を50％、減化学肥料が30％→最終的に
は４分の１で環境や条件が合うところを完全な
有機とすることを目指す

⚫ 農薬を播くことは実際に浴びるのは生産者なの
だから、農業者としても減らしたいし、できれ
ばなくしたい

⚫ JAひたちは今年、見事に有機米を実らせ、学校
給食に提供できている。JAやさとの有機栽培の
取り組みは内閣総理大臣賞を受賞したので、JA
つくば市等も「これに続け」としている

⚫ 消費者に対して安心で安全な食材を提供しよう
とする農家の努力に報いるために、正当で適切
な価格、適切な価格で消費者に買ってもらうこ
とも必要

⚫ 有機農業はリスクが多い栽培方法なので、茨城
大学との連携をより密に一緒になって地球温暖
化を減らす農法を模索していきたい
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コロナの中で調理員が圃場を見る
有機給食とどけ隊とつくり隊

⚫ 松川町では遊休農地を有機農業によって解消し
ようと有機農業の支援に着手。2019年9月に
産業観光課は「有機食材を学校や保育園の給食
に導入したい」と栄養士に呼びかけ農家との話
し合い

⚫ 農家側は「栽培時期や保管の関係もあって全量
は無理だ」→松川中央小学校の栄養士、木下め
ぐ美さんは、全量でなくても1日分で使う量が
確保できれば給食では使えることから「使用頻
度が多い、にんじん、玉ねぎ、じゃがいも、長
ネギ、米を使いたい」と提案

⚫ ゆうき給食とどけ隊が2020年春に発足→実証
圃場で栽培されたものが7月から届き始める。
2020年は10％に満たなかった利用率も2021
年は21％、現在は26％となっている。5人で
発足したとどけ隊も新規就農者が加わり、現在
は10名に

⚫ 生産者の思いを味を通じてとどけたい

１ 有機給食のメリット８

❶食品残渣ゼロ→温室効果
❷地域経済再生・移住者増
❸学力向上と集中力
❹免疫力アップ・長寿
❺郷土力と地産地消から

食と農から世界を変える
⚫ 多くの食の活動家たちは、どうしたわけ
か、それが埋め込まれるより大きな政治
経済システムから切り離して、フードシ
ステムをどうにか変えられると想定

⚫ フードシステムを変えるためにすべてを
変えることは極端に大きい仕事に思える

⚫ フードシステムは、全システム変化のた
めのレバー→農と食の正義が実現→経済
、健康と環境に大きな影響

⚫ いまのフードシステムは壊れやすい

⚫ 地域によってやり方は違うが原則はおな
じ

鍵は食に

エリク・ホルト・ヒメネス
(Eric Holt Giménez)

ラジ・パテル(Raji Patel)

食と農から世界を変える
⚫ 多くの食の活動家たちは、どうしたわけ
か、それが埋め込まれるより大きな政治
経済システムから切り離して、フードシ
ステムをどうにか変えられると想定

⚫ フードシステムを変えるためにすべてを
変えることは極端に大きい仕事に思える

⚫ フードシステムは、全システム変化のた
めのレバー→農と食の正義が実現→経済
、健康と環境に大きな影響

⚫ いまのフードシステムは壊れやすい

⚫ 地域によってやり方は違うが原則はおな
じ

鍵は食に

エリク・ホルト・ヒメネス
(Eric Holt Giménez)

ラジ・パテル(Raji Patel)

❶味覚を健全にする
→美味しいものを食べたい
❷地産地消と旬産旬消
→食べ物を意識する
❸農業生態系を保全する食べ方
❹地元の人の事業を応援
→スーパーよりは八百屋
❺すべての人に生活賃金を保証
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食と農から世界を変える
鍵は食に

エリク・ホルト・ヒメネス
(Eric Holt Giménez)
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